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研究成果の概要（和文）： 

習慣的な食事摂取状況を評価するために、正確にポーションサイズの推定が可能な三次元の
実物大食品モデル画像を見ながら回答できる、コンピュータを用いた食物摂取頻度調査法
(ITFFQ)を開発した。20～30 歳代の学生 88 名を対象にこの調査法と 3 日間の食事記録法を実施
し、比較した。両調査間の相関係数は、エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物それぞれ 0.386、
0.278、0.164、0.264 であり、統計的に有意な相関が得られた。2回実施した ITFFQ 間において
も有意な相関が得られたことから、ITFFQ には妥当性と再現性があり、習慣的な食事摂取状況
を評価するための有用な調査方法であることが示唆された。 

 
 

成果の概要（英文）： 
Web-based food frequency questionnaire (ITFFQ), that make it possible to reply to 
questionnaire while watching 3 dimension full-scale image data of food to make a precise 
estimate of portion sizes on the screen, was developed to assess habitual dietary intake. 
This time, the ITFFQ was evaluated validity and reproducibility by comparing with weighted 
dietary records for 3 days (WDR) for 88 subjects aged 20-30 years. The correlation 
coefficients between ITFFQ and WDR for energy, protein, fat, and carbohydrate were 0.386, 
0.278, 0.164, 0.264, respectively, and there was significant correlation between the two 
methods at the p<0.05 level. Similarly, there was significant correlation between the 
two ITFFQ examined at monthly intervals. The results of this study indicated that the 
ITFFQ is valid and reproducible, and thus, it is useful questionnaire for assessing 
habitual dietary intake. 
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１．研究開始当初の背景 
 平成 20 年 4 月より内臓脂肪型肥満に着目
した特定健康診査・特定保健指導の実施が義
務付けられた。『標準的な健診・保健指導プ
ログラム』では、生活習慣病を改善するため
の保健指導を行い、行動変容につながる保健
指導を行うこととしている。生活習慣病対策
を推進していく上で、一次予防対策が重要で
あるが、現在、個人の行動変容、健康な生活
習慣の情報を得るまでに至っていない。そこ
で、若い年代から望ましい生活習慣を引き起
こすためのプログラム作成が必要となって
くる。プログラムを作成する際、現在の食生
活の実態を把握することが大切であり、これ
を把握するためには、個人の日々の食事は変
動しており、個人内変動が大きいことから、
一時点の食事調査では健康・疾病と食事との
関連が明確にできない。しかし、ある程度以
上の日数を調査すると、個人の習慣的な摂取
量が把握できるが、調査協力者や調査者にと
って負担が大きくなる。 
 平成 20 年 1 月よりメタボリックシンドロ
ーム予備軍のための上半身肥満改善プログ
ラムの効果に関する研究（メタボ予防研究）
では、多忙な働き盛りの男性勤務者が，勤務
時間に関係なく生活習慣の改善に取り組む
ことができる IT を活用したプログラムを開
発し、無作為化比較試験で実施した。メタボ
予防研究では、個人の習慣的な食事摂取状況
を評価するための方法である食物摂取頻度
調査法(以下、FFQ)を行ったが、調査対象者
が写真集を見ながら自ら質問票に回答する
自記式の方法を用いた。この方法では、記入
漏れが多く、聞き取りにおける標準化が問題
となった上、データ整理に時間を要した。 
 海外では、若者の食習慣を把握するために、
コンピュータを用いた FFQが実施されており
(1)、絶対的な食品摂取量を的確に評価するた
めには、ポーションサイズを推定しやすいよ
うな三次元モデルが必要であると報告され
ている。しかし、日本では、コンピュータを
用いた食事調査については実施されている
ものの、その妥当性や再現性についてはほと
んど報告されていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、行動変容を促すためのプログ
ラムを作成するために、三次元の実物大食品
モデル画像を見ながら回答できる、コンピュ
ータを用いた食物摂取頻度調査法(以下、
ITFFQ)を開発し、3日間(平日 2日、休日 1 日)
の秤量食事記録法(以下、WDR 法)をゴールド
スタンダードとして、妥当性と再現性を検討
することを目的とした。 
 

 

３．研究の方法 
(1)ITFFQ の開発 
 ITFFQ は、対象者が三次元の実物大食品モ
デル画像を見ながら過去１ヶ月の食事を思
い出して答えるコンピュータを用いたシス
テムである。すでに伊達らによって妥当性と
再現性が確認されている 76 項目の FFQ の項
目に季節性の果物を加えた 80 項目とした。
伊達らによって開発された FFQ は過去 1年間
を思い出して回答するのに対して、ITFFQ は
過去 1ヶ月間を思い出して回答することから
季節性の果物を加え、摂取頻度についての質
問項目では「1年間でどれぐらいたべていま
すか」という項目を削除した。 
 食品モデル画像（以下、画像）は、個々の
パソコンのモニタサイズに応じて調整可能
なスケールを組み込むことによって実物大
の画像を表示可能とした。画像はメイン画像
とその他の画像の 2種類あり、メイン画像の
み手動で横回転は 45 度ごと 360 度、縦回転
は 45 度ごと真横から真上まで可能とした。
ポーションサイズの推定がしやすくなるよ
うに画像上には 5cm 幅のグリッド線を表示し
た。画像をポップアップで表示し、質問回答
画面と画像との切替を可能とすることによ
って画像を見ながら回答することができる
ようにした。 
 
(2) ITFFQ の再現性と妥当性の検討 
①調査期間及び対象者 
 2010 年 10 月～11 月に、S 大学栄養科学科
の学生 88 名（男性 1名、女性 87 名）を対象
に、食事調査を実施した。全ての調査を完了
できなかった者とエネルギー摂取量が過小・
過大評価の可能性がある者を除外し、81 名を
解析対象者とした（表 1）。過去 1 ヶ月の食
事を思い出して答える ITFFQ を 1 ヶ月間隔で
2 回(ITFFQ1 と ITFFQ2)実施し、その間に 3日
間（平日 2日、休日 1 日）の WDR 法を実施し
た（図 1）。本研究の実施に当たっては、至
学館大学倫理審査委員会の承認を得てから、
対象者全員に調査の目的及び実施内容につい
ての説明を行った後、文書による同意を得た。 

 
 
 
 



 
②調査方法 

WDR 法は、対象者が調査期間中に摂取した
すべての飲食物を調査用紙に記録するよう
指示した。食品の摂取量については、事前に
クッキング秤を貸し出し、秤量を基本にして
記録を実施したが、外食や市販惣菜など秤量
ができない場合は、グラムの本（大塚製薬）
(2)や調味パーセント(3)を参考に目安量でも可
とした。WDR 法による栄養計算は、五訂増補
日本食品標準成分表に準拠した Microsoft 
Excel アドインソフト・エクセル栄養君
ver.5.0 を用い、対象者ごとに 3日間の WDR
法より得られる 1日あたりの平均栄養素等摂
取量を算出した。 

ITFFQ は、各食品群の過去１ヶ月あたりの
摂取頻度と 1回あたりの目安量を PC 上で回
答した。１回あたりの目安量は、ポーション
サイズと比較して何倍量を食べているかを
回答した。ITFFQ における 1 日あたりの栄養
素等摂取量は、摂取頻度と１回あたりの目安
量に成分値を乗じて算出した。成分値は、五
訂増補日本食品標準成分表記載の各食品可
食部 100ｇあたりのそれぞれの含有量を用い
た。ITFFQ による摂取量の妥当性を明らかに
するために、WDR 法の値をゴールドスタンダ
ードとし、ITFFQ2 より得られた１回あたりの
栄養素等摂取量を比較した。 

また、再現性は ITFFQ1 と ITFFQ2 を比較す
ることにより検討した。 

 
(3)解析方法 
 結果は、平均値±標準偏差で表した。両方
法間の栄養素等摂取量の差の検定は paired 
t-test を用い、関連を調べるために pearson
の相関係数を求めた。なお、各栄養素等摂取
量の分布について正規性の検定を行った後、
正規分布が見られなかった栄養素について
は対数変換を行い、残差法によるエネルギー
調整を行った。有意水準は 5％とした。統計
処理には、IBM SPSS statistics 19 を用いて
解析を行った。 
 
４．研究成果 
(1)WDR法とITFFQによる栄養素等摂取量の比
較 
 WDR 法と ITFFQ による 1 日あたりの平均栄

養素等摂取量およびその比較を表 2に示した。 
WDR 法による１日あたりの平均栄養素等摂取
量の平均値±標準偏差は、エネルギー1454±
347kcal、たんぱく質 50.8±14.9g、脂質 46.9
±16.0g、炭水化物 201.0±50.3g であった。
ITFFQ による１日あたりの平均栄養素等摂取
量の平均値±標準偏差は、エネルギー1469±
408kcal、たんぱく質 51.7±18.5g、脂質 47.8
±20.0g、炭水化物 201.9±46.8g であった。
両調査方法による平均栄養素等摂取を比較
すると、相対差はエネルギー1.1％、たんぱ
く質 1.8％、脂質 1.8％、炭水化物 0.4％など
主栄養素は WDR 法と比較して ITFFQ がやや高
値であったが、両調査方法間の栄養素等摂取
量の差に有意な違いはみられなかった。 
 WDR 法と ITFFQ の平均栄養素等摂取量の相
関は、カルシウム（r=0.463）～γトコフェ
ロール（r=0.055）、平均相関係数は r=0.293
で、鉄、レチノール、βカロテン当量、レチ
ノール当量、αトコフェロール、βトコフェ
ロール、γトコフェロール、δトコフェロー
ル以外の 33 栄養素で有意な相関（p<0.05）
がみられた。エネルギー調整後の相関係数は、
リ ン （ r=0.494 ） ～ β ト コ フ ェ ロ ー ル
（r=-0.204）、平均相関係数は r=0.258 で、
脂質、ナトリウム、鉄、亜鉛、レチノール当
量、αトコフェロール、βトコフェロール、
γトコフェロール、δトコフェロール、ビタ
ミン B1、飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸、多
価不飽和脂肪酸、食塩相当量以外の 24 栄養
素で有意な相関（p<0.05）がみられた。 
 
(2)ITFFQ1 と ITFFQ2 による再現性の検討 
 ITFFQ1 と ITFFQ2 による平均栄養素等摂取
量およびその比較を表 3に示した。ITFFQ1 と
ITFFQ2 の平均栄養素等摂取量の相関は、カル
シウム（r=0.590）～ナトリウム（r=0.249）、
平均相関係数は r=0.383 であり、全栄養素（41
栄養素）で有意な相関（p<0.05）がみられた。 
エネルギー調整後の相関係数は、ビタミン K
（r=0.717）～レチノール（r=-0.203）、平均
相関係数は r=0.480 で、レチノール以外の 40
栄養素で有意な相関（p<0.05）がみられた。 
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